
■概 要： 建設業の生産性を向上させるためには、
               新技術への投資に加えて、現代の働き方にあったものに
               更新する必要がある。
               このような人文社会学における領域と連携をしながら、

建設業の生産性の向上に必要なことに関して議論を行う。

■日 時： 2024年８月23日（金）14：00～18：00

■プログラム：◎講演
・建設業界の現状の振り返り・魅力の確認

（石田航星 氏〔早稲田大学 准教授〕）

・デジタル・トランスフォーメーション技術の展望
（斎藤寛彰 氏〔戸田建設〕）

・建設テック企業の創造に必要な条件
（板谷敏正 氏〔プロパティデータバンク会長〕）

・組織設計における技術開発の現状
（四戸俊介 氏〔日建設計〕）

・総合建設業における技術開発の現状
（宮内尊彰 氏〔大和ハウス工業〕）

◎意見交換会

■参加者： ゼネコン、ハウスメーカー、建設テック企業等 36名

STEM「建築におけるデジタル技術活用の事例研究ワーキンググループ」の提案で

建築研究開発コンソーシアム主催「テクニカルフォーラム」を開催

～ 建設DXのビジネス上の課題と建設市場への期待 ～

建築研究開発コンソーシアム HPより
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